
  

経営学委員会・総合工学委員会合同 

サービス学分科会 

 （第25期・第５回） 

議事録 

１. 日 時  令和 4年 9月 14 日（水）16:00～18:30 

２. 会 場  オンライン会議 

３．出席者  新井民夫、伊藤宏幸、伊藤泰信、佐藤信彦、鈴木久敏、仙石正和、椿美智子、水流聡

子、戸谷圭子、西尾チヅル、原良憲、村松潤一、山本昭二、吉瀬章子（五十音順、敬

称略）、平田貞代(記）   

＊欠席者: 大倉典子、椿広計 

４．資料   「サービス学分科会第 25期第 4回議事録案」 

    「サービスを理解するための教科書の作成(案)」 

       「サービス分科会社会経済書籍(案)」 

５．議 題 

（１）前回の分科会の議事録案の確認 

資料「サービス学分科会第25期第4回議事録案」に対し、委員から異論は無かったため、議事

録として承認された。 

（２）本分科会における今後の活動案：サービスを理解するための教科書の作成 

資料「サービスを理解するための教科書の作成(案)」に基づき、今後の活動や成果物につい

て説明がなされ、質疑応答、議論が行われた。 

今年度は、本活動に関係する有識者を招きSub-WGとして講演会を数回実施した上で、本活動

内容に関する議論を続けていく。 

本活動の成果である教科書等のコンテンツの普及のために、シンポジウムにおける紹介、日

本学術会議ホームページからのリンクなどを想定している。著作権などの課題については今後

明確にしていく。 

（３）本分科会における今後の活動案：サービス分科会社会経済書籍 

資料「サービス分科会社会経済書籍(案)」に基づき、今後の活動や成果物について説明がな

され、質疑応答、議論が行われた。 

今年度は、本活動の関係者を主体とするSub-WGを新たに形成し、活動内容を具体化し、執筆

に取り組む。 

本活動の成果である教科書等のコンテンツの普及のために、シンポジウムにおける紹介、日

本学術会議ホームページからのリンクなどを想定している。著作権などの課題については今後

明確にしていく。 

 

（４）提言・見解・報告などの提出のための事前申請 



    本年度は、（２）（３）の活動を優先するため、提言・見解・報告などの提出のための事前申

請は行わない。来年度以降に再考する。 

（５）本年度におけるシンポジウムの開催 

本年度の成果の一つとして、提言・見解・報告の提出の代わりに、シンポジウムの開催を検

討する。詳細については随時議論を継続する。 

（６）本分科会の設置 

本分科会は、（２）（３）（４）（５）の活動を継続するため、来期も継続して設置することに

ついて、出席者全員の合意を確認した。  

（７）次回の予定 

暫くは2つのSub-WGを中心に進行する。シンポジウム開催など共通の議論については、分科会

を開催する。日時など詳細は後日あらためて調整を行う。  

以 上 


